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金森淳一郎 氏  

（㈱デンソー研究開発１部 DP マイクログリッド開発室 室長） 

※現在は技術開発センター マイクログリッド事業開発室 

 

CO2 削減の観点から、ますます注目を浴びる電気自動車。しかし、結局のところ、この電気自動車

も、火力発電によるエネルギーを利用しているかぎり、ガソリンで車を走らせることと何ら変わりはな

い。特に、東日本大震災を承けて、原子力発電への依存度が変わりつつある今、これを社会のしく

みのなかにいかに組み入れ、エネルギーの高効率化にいかに寄与させていくか、車という枠組を

超えた、具体的でリアルな議論が求められている。そこで、今回の研究会では、㈱デンソーの金森

淳一郎氏にお越しいただき、車を機軸に、住宅や商業施設へと視野を広げ、マイクログリッド分野

での事業を展開しはじめたその取り組みと、実証実験の概要についてお話をうかがった。 

 

【講演要旨】   

EV（電気自動車）、PHV(プラグインハイブリッド車)時代の到来に向けて、現在、デンソーでは、

自動車まわりで培ってきた要素技術を、マイクログリッド分野に応用することに着手している。「家と

車」・「電気と熱」のエネルギーを最適制御する技術を開発して低炭素社会に貢献する、というのが

その基本コンセプトで、住宅や商業施設の分野にまで踏み込んでシステムを開発している。例えば、

給湯は日本人の生活に非常に高いウエイトを占めるが、CO2 ヒートポンプを蓄熱装置としてこれに

活用することで、エネルギーコストを抑えつつエネルギーの CO2 低減を図っている。単に自動車の

電動化だけでなく、デンソーの基幹事業の一つである熱機器を活かしてモデルを組み立て、さらに

はこれらを様々な地域での実証実験の場にも持ち込んでいる。 

現在、デンソーが参画しているなかで最もリアリティのある実証実験は、経済産業省の主導のも

と、4 つの都市で開始されたスマートコミュニティ実験のうち、トヨタグループを中心に進められてい

る豊田市のプロジェクトである。一般の方々を対象に実際に住宅を分譲し、そこに各社が持ち寄っ

たスマート機器や自動車を投入して、コミュニティ全体で CO2 を減らそうと試みている。デンソーは

ここでは、蓄電池、エコキュート、HEMS（ホームエネルギー管理システム）、コンビニ用 BEMS（商業

施設管理システム）、および、これと連携させた電動冷凍トラックなどを担当している。 

また、将来、マイクログリッドの市場を確実に創出していくためには、普及を動機づけるユーザー

のリアルなニーズを探りだしていくことも重要な課題となる。デンソーでは実証実験を続ける一方で、

専門チームを組み、各地でのニーズ探索にも乗り出している。そして、そこでは再生可能エネルギ

ーのユーザーについて、従来行われてきたような、平均的ユーザーを対象にニーズの汲み上げを

行うのではなく、特徴あるユーザー（リードユーザー）を対象とした独自調査を行うことで、「ユーザ

ーにとって再生可能エネルギーがもたらす“リアルな経済的価値”とは何か」を具体的に洗い出す

ことに努めており、いずれその成果を革新的なシステム開発に結びつけていこう、と考えている。 

（文責：藤井由紀子） 
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デンソーとマイクログリッド事業―自動車要素技術の応用   以下、金森氏講演録からの抜粋 

 

金森談：デンソーの金森と申します。私は研究開発 1 部の DP マイクログリッド開発室というところで、

マイクログリッド分野の開発と実証実験などを行っています。今日は、そうした弊社の取り組みにつ

いてご説明させていただきたい、と思っております。 

最初に、われわれの会社について簡単にご紹介しておきますと、連結で今、12 万人ぐらいの会

社になっております。リーマンショック前は 4 兆円ぐらいありましたが、現段階では約 3 兆円の会社

です。今年は頑張って 3 兆円以上を目指そうとしていますが、まだまだ戻っていない状況です。もと

もとトヨタ自動車のラジエーター部門とか、オルタネーター、スターター部門から分社した会社です

ので、トヨタさんとの付き合いは非常に濃い状況です。 
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弊社の主な製品ですが、環境分野では特にエンジンまわりです。ガソリンや EFI（Electronic Fuel 

Injection：電子制御燃料噴射）などのエンジン制御、ディーゼル制御。最近は、モーターとか、イン

バーターなど、ハイブリッドカーの部品や電気自動車の部品、特に大型のインバーターを得意とし

ております。また、あまり知られていない部品ですが、快適性というところで、カーエアコンも実は主

力の事業になっていまして、だいたい世界の約 3 分の 1 を手掛けています。それから、最近、伸び

ているのは、利便性というところで、カーナビや ETC（Electronic Toll Collection System）など、いろ

いろな電子機器関連。あとは、安全関係ですね。走行支援システム、ABS（Antilock Brake System）

のブレーキ制御、EPS（Electronic Power Steering）の制御、ヘッドライドなどもそうです。 

次に、グローバルネットワークについてご紹介いたしますと、デンソーは今、世界に約 218 拠点あ

って、全自動車メーカーに部品を納めて

います。製品別の売上をみますと、売上

高のかなりの部分は熱機器といって、カ

ーエアコン、ラジエーターが主力になっ

ています。熱というところにすごくこだわりのある会社、と

いうことがわかっていただけるかと思います。あとは、パ

ワートレイン機器とエンジン回り、情報安全系や、電子機

器、電気機器です。電気機器といっているのは、オルタ

ネーター、スターターです。以上のように、電気系なもの

も含めて、いろいろ多品種をやっています。 

さて、マイクログリッドについてですが、勝手に定義したところもあるのですが、われわれの場合

は自動車がひとつ機軸になっています。また、トヨタホームという豊田章一郎さんがつくられた事業

であって、トヨタグループは家にこだわりがあるということと、トヨタ自動車さんはミサワホームさんにも

出資され、株はトヨタホームに現在譲渡されていますが、住宅分野を重視していますので、住宅に

ついても一つ基点にしましょう、ということになりました。われわれは低電圧系と呼んでいますけど、

家の中にスマートメーターが入った後の 200 ボルト系、100 ボルト系、家や車を中心に、業務用も含

めて、そうした電力と熱のマネジメントをしていこう、と考えております。熱はうちの会社の基幹事業

なので、どうしてもここは外せないんですね。 

 このように、エネルギーを「作る」部分、「使う」部分、「貯める」部分と、「変換する」部分、「制御す

る」部分の要素に分けているんですが、実はこうした要素のほとんどは車の中に入っている技術と

一緒なものですから、できるだけ要素技術は共通化しながら、差別化をしていく、ということです。車
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の要素技術と共通するところで、うまくシステムを組み換えながらマイクログリッド技術に出ていこう、

と考えています。ただ、住宅分野になってくると非常に競合が多いところでして、家電メーカーさん

はもとより、最近は IT 関係の方だとか、電気関係の方もいっぱいここに入っていらっしゃるので、い

かに違うポジショニングに立つか、というのがわれわれの会社にとっては一番重要と考えているとこ

ろです。とにかく的を外さないようにしようということで、“CO2 低減に貢献する”の 1 点に絞ろう、と考

えております。 
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弊社が想定している事業領域ですが、まずは家と車です。次に、BEMS（Building and Energy 

Management System）と呼んでいますが、これは一般的にはビル管理システムのことを指します。た

だ、われわれの場合はビル全体はやっていなくて、ここにビジネスユースのエネルギーマネジメント

を想定しています。店舗とか、商用車とか、物流や流通業界を中心に開発を進めているところです。

あとは、工場ですね。実は、トヨタグループは工場にすごくこだわりがあって、工場のウエイトが高い

のがトヨタグループの一つの特徴だといってもよいと思います。長年の技術やノウハウ、それを支え

る人材育成までかなり出来ていますし、トヨタさんが手掛けるいろいろなプロジェクトも大抵は工場

が中心ですから、こういったものをベースにやっていこう、と考えています。それから、センター・サ

ーバー。この辺については、自動車業界もだんだん IT 業界に参入されている感もありまして、カー

ナビゲーションもスマートフォンに置き換えられてしまっていたりしまして、少し危機意識もあるので

すが、あまり恐れずにこれをやっていこう、と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

とにかく、われわれのやる意義は、車の電動化と CO2 削減。これを最終的な目標としています。

実は EV（電気自動車）といっても、火力発電所で焚いたエネルギーを持ってきていて、これが手元

に来るまでに 3 割ぐらいといわれていますから、そうした電気を使っていたのでは普通に化石燃料

でエンジンを焚いて走っているのと大して変わらない、というのが今の状況なんですね。今年のよう

に、原発が全部止まってしまうと、ほとんど火力に頼らざるをえなくなるわけですから、車の減速時

の運動エネルギーを電池に回収して再利用したり、アイドルストップしたりする効果以外は、高効率

のガソリンエンジン車と CO2 の面では大きくは変わらなくなっています。ですから、いかに CO2 フリ

ーの電気をつくるか、いかにそれを供給するか、というところも含めて考えないと、EV や PHV（プラ

グインハイブリッド）の良さが最大限に発揮できない状況です。 

なお、欧州ではガソリンが 1ｋｍあたり何グラム CO2 を出すかということについて、毎年、毎年、グ

ラム規制というのが決まっていまして、145 の次は 120、120 の次は 90 と、規制値はどんどん厳しく
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なっていっています。ただ、これは1台あたりの平均値ではなくて、車の重量配分で決められていま

す。重量当たりというのは実はちょっとミソでして、EV は電池があるのですごく重いのです。小さい

車でもクラウン並みの重さがあったりするのですが、それなのに再生可能エネルギーを使えば非常

に CO2 が低いということで、評価軸が高いです。それがみなさん EV を普及させたがる一つの理由

にもなっています。こういうところをみても、いかに CO2 の少ない、質のいい電力を供給できるかが、

サービスも含めた課題だろうな、と思っております。 
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エネルギーの効率的マネジメント―蓄熱と蓄電を基本に組み合わせる 

 

金森談：再生可能エネルギーについては、考えるべき問題として、不安定な電気をいかに平準化

するか、ということがあります。われわれは、蓄電池と CO2 給湯機と車、この 3 点を使って平準化し

よう、と考えています。 

まず、住宅におけるエネルギーの割合をみますと、日本の家庭の場合、給湯と暖房が 3 分の 2 ぐ

らいのエネルギーを占めています。最近は冷房もインバーター化されてきて、意外と電気を使わな

くなっていますから、暖房や給湯の部分をいかに CO2 フリーにするか、ここにメスを入れないかぎり、

CO2 は大きくは下がらない。これが真実ですね。この点については、「CO2 給湯機にして、給湯や

暖房を電力化しないとダメだろう」という電力会社さんからのご意見もあって、以前、2000 年ぐらい

から CO2 給湯機の開発を電力会社さんと一緒にいろいろとやっておりました。一応、商品としては、

デンソーが一番最初に CO2 給湯機のような形で作って出しています。デンソーのブランドでは出し

てないので一般には知られてはいないんですけど、いくつかの企業さんに OEM をして CO2 給湯

機として使っていただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヒートポンプ給湯機についてですが、欧州はシャワーで済ますためか、床暖房やセントラルヒー

ティングには使っても、お風呂にはあまり使わない構造になっていますので、貯湯タンクが非常に

小さいですね。それに対して日本の場合は、300 リットルとか、400 リットルとか、お風呂 2 杯分ぐら

いが入っています。ですから、これを蓄熱機という意味合いで考えますと、非常に効果は大きいで

す。例えば、電池に貯めた電気をお湯に変える場合、だいたいタンク 1 本 400 リットルあたり約 12 

kWh の電池がいります。i-MiEV（三菱自動車）ぐらいですね。それぐらいの電池を持たないと、タン

ク 1 本分の熱をまかなうだけのエネルギーを貯められないのです。でも、CO2 ヒートポンプは、温度
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を圧縮して、そこから熱を取って反対側に冷たいものを捨てていますので、熱を作っているというよ

りは分離しているだけです。ですから、非常にエネルギー効率がいいというか、あまりエネルギーを

使いません。コストを考えると、太陽の熱をくみ上げてお湯を沸かしたほうが、圧倒的に安くエネル

ギーを貯められるのですね。また、お湯はタンクに貯めたり、シャワー、風呂、台所、床暖房と、夏で

も冬でもいろいろなものに使いでがあるものですから、これを電気熱変換装置、もしくは、蓄熱装置

と定義して活用していこう、と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今のところは、夜焚いて翌日のお風呂に使う、という単純な使い方程度ですが、こういったものを

HEMS（Home Energy Management System）やマイクロ技術に接続して、太陽光発電の余剰電力を、

コストの高い電池ではなく給湯機で吸収する、そういったモデルを今、想定しています。太陽光発

電が夜の 6 時から 9 時に発電してくれれば一番いいんですけど、それは望めないものですから、エ

ネルギーのシフトをうまく組み合わせよう、ということです。例えば、一般家庭の場合は、朝の 8 時か

ら 9 時、夕方 6 時前後がピークになりますが、太陽光は昼の 10 時から 3 時ぐらいが一番発電する

ので、時間帯がどうしても合わない。そこを蓄熱・蓄エネルギー装置で埋めていく。当然、EV とか

PHV にもそういった効果が期待できますので、そこをやっていくことも考えています。最終的に熱に

なるんだったら、熱として持っておいてもよい、ということですね。 

実は電気というのは意外と便利で、配線でつながっていればどこへでも運べるんですけど、熱は

なかなか運ぶのが大変なエネルギーで、配管を通すか、お湯にするか、何かしないと遠くには運

べない。それに、一度、熱にしてしまうと二度と電気には戻りません。ですから、こういったものこそ

地産地消型にしていかないと、熱というのは使いきれない。やっぱり熱というのが一番扱いにくいの

です。そういう意味で、エネルギーマネジメントの基本は、蓄熱、蓄電というところをいかに組み合わ

せるか、が大事だと思います。蓄熱装置や蓄電装置があればどんどん貯めておけばいいんですが、

実はここが一番コストが高いものですから、これをいかに小さくするか、ということを考えなくてはなら
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ないわけですね。 

それでは、熱と電気をどう分けておくのか。こうした配分については、どれだけ電気が作られるの

かという予測や、それがどう使われるのかという予測と密接に関連していて、これがないと計画の立

てようがありません。この点、ハウスメーカーさんも、家電メーカーさんも、いろいろ研究されていて、

その結果、家というのはどうも、或る一定のパターンを選ぶらしい、ということがわかってきています。

特に、平日の月曜日から金曜日まで、或るパターンで動くことがわかっています。 

ところが、厄介なのが車で、車というのは気ままに使うところに意外と価値のあるものなんです。

平日の通勤だけならいいのですが、使ったり、使わなかったり、気まぐれですし、土日に遠出してほ

とんど電気を使い果たした状態で帰ってきたり、外で充電して帰ってきてしまう場合もあります。そ

れに、高低差、つまり家がどのぐらいの高さに建っているかというのも重要で、実は車は回生するこ

とによってエネルギーをセーブしているものですから、高台に家がある場合、下る時はできるだけ

充電しないまま下っていって回生して貯めたほうが得なんです。満充電にしておくと回生できない

ものですから、せっかく回生した部分が充電できなくなってしまうので、どこの場所に家があって、ど

こへ出かけるのか、ということも非常に重要になってきます。 

このように、車というのは、簡単には予測不可能というか、あまり再現性がないことがあります。或

るパターンで乗ってくれ、と言われるとちょっと使いにくい。そういった意味で、自動車の部分の消

費予測は非常に重要になってきています。例えば、LEAF（日産自動車）は 24kWh の電池で、これ

はほぼ家庭 1 日分の電気代に相当します。ですから、それを全部リーフに置き換えるとなると、家 1

軒分の大きな電力を持つことになるわけで、そこの部分の電気の消費量予測が非常に重要になっ

てくる、ということです。その点、ナビについても、今までは道を案内するものとして二次元データが

中心だったんですが、高低差を含めて自動車がどこをどう走って帰ってくるかによって省エネの度

合が変化いたしますので、エネルギーの消費予測だとか、回生エネルギーの発生予測など、今後

は三次元データ化が期待されています。 
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スマートコミュニティ実証実験と製品化―EV／PHV 時代を見据えて 

 

金森談：将来的に家と車の両方をマネジメントする、そのためには実証実験をしなくてはならないと

いうことで、現在、いくつか実証実験に参画しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まず、豊田市のプロジェクトですが、これは経済産業省さんが横浜、豊田、けいはんな、北九州

の 4 つの都市で試みているスマートコミュニティの実証実験で、豊田市はトヨタグループが中心とな

って進めています。このうち、HEMS と住宅に関してはデンソーがティア 1 となってやっておりますし、

BEMS（Building and Energy Management System）というビジネスユース上のエネルギーマネジメント

も手掛けています。 

通常、メーカーさんの実証実験は、社員を社宅に住まわせてみたいなパターンが多いんですが、

そうなるとあまりリアリティがなくなるので、ここでは一般の方々に 67 軒を分譲して、「機器は貸与す

るので使ってください」という形にしています。分譲住宅として申し込まれた方のなかから、抽選で

入居していただいています。価格は 4000 万円台後半から 5000 万円代前半ぐらいで、三河地区に

しては結構高めなんですが、割と人気があって 3 倍ぐらいの入居倍率になっています。分譲住宅を

買って自分で住むとなると、いかに電気を節約するか、ということをどうしても考えざるをえなくなりま

すから、リアルな生活で行っているという点で、これは非常に効果的というか、意味のある実験だと

いえます。 

 では、どんなことを実験しているかご紹介いたしますと、トヨタさんが全棟に PHV を貸し出している

ほか、三菱自動車さんが 5 軒に EV を貸し出して使っていただいています。それから、KDDI さんが
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全棟にスマートフォンを貸し出していますし、シャープさんが全棟に太陽光パネルを付けています。

また、家電についてもシャープさんに入ってもらって、パネルコントローラーで制御していただいた

りしています。蓄電池、エコキュート、HEMS、

充電機についてはデンソーが提供して、2015

年に想定されるであろうスマートハウスをまとめ

てつくってしまおう、という計画になっています。

そのほか、中部電力さんや東邦ガスさんにも

入っていただいていますので、電力系統にど

ういう影響があるかとか、東北ガスさんも燃料

電池を持ち込まれるので、ガス太陽光発電ハ

イブリッドみたいなものも想定した、今現在考

えられるすべてのスマートハウスの要素をここ

に入れています。ですから、電池の容量も 1 軒 1 軒少しずつ違っていますし、燃料電池がある家も

あれば太陽光パネルもある、PHVの家もあればEVの家もあるということで、ほぼすべての組み合わ

せが入っています。また、移動の部分については、カーシェアリングや FC バス（燃料電池バス）な

どを投入していますし、移動先は商業施設や公民館が含まれます。それから、災害時の非常用発

電ということで、特に東日本大地震以後は PHV を使った災害時電源の部分が今、加速していると

ころであります。 

さらに、こういった町全体、コミュニティー全体を EDMS（Energy Data Management System）と呼ん

でいます。取りまとめはトヨタさんが担当して、全家のデータ、商業施設のデータをここに上げて、コ

ミュニティー全体の CO2 を減らす指示を、各戸に対して出すようにしています。特徴としては、コン

ピュータで直接的にやるのではなくて、人間が判断をして操作する、もしくは、優先順位を決めて

いる点です。アメリカの IT 業界ですと、コンピュータ任せになっているんですけど、人間が介在して

いるのがここの一つの特徴です。電気ストーブみたいなものがある場合、遠隔操作ですと危険で、

電気用品安全法の上で難しいところもありまして、人間が判断するというのは非常に合理的なのか

な、と考えています。 

 また、こういったものを設計する上で、電力事業法とか、いろいろな法律も見なければならないの

で、中部電力さんにかなり細かくアドバイスをいただきながらやっています。ただ、売電をする側に

立ってみると、配電系の安定性を守ることを優先されていますので、従来にないことをやろうとする

と、法律の壁が立ちはだかってきます。例えば、太陽光パネルから逆潮はできるんですが、PHV、

EV や電池からは売電ができません。それに何軒かあると、インバーター同士が共振することもある

ので、電力会社さんは普通、連携規定といって、例えば 10 軒を建てるとすると、「10 軒が同時に電

池のインバーターを下ろしても問題がないというデータを出しなさい」ということをおっしゃるので、

実際に 10 軒をつくって実験データを出したりしています。また、逆潮すると、トランスのキャパシティ

ーがあったりするので、逆潮の容量が増えてトランスをもう 1 回介入させる場合には、「そのコストは

逆潮したい人たちで持ってください」ということになります。東日本大震災以後はだいぶ変わってき
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ていますが、コミュニティーレベルでやろうとすると非常に難しいですね。海外の場合ですと、電力

業者がたくさんあって、アメリカなどは 3200 社ぐらいありますから、系統が弱いところはむしろ積極

的にこういったものを入れて投資を抑えたりしますが、日本の場合は立派な配電網があるので、今

のところは進んでいません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

もうひとつ、これもわれわれが豊田市で行っている商業施設と商用車の連携の実験例ですが、

電動冷凍トラックというものも開発しています。ヤマト運輸さんのトラックの冷凍車に電池を積んでい

るんですよ。物流業界では今、アイドリングストップがマストになってきているんですけど、冷凍車は

ベルト駆動でコンプレッサーが動いているものですから、エンジンを止めると冷凍機が一緒に止ま

ってしまいます。アイドリングしておけば別に止まらないんですが、東京などでは駐車場でのアイド

リングも条例で禁止されていて、冷凍機も一緒に止まってしまいますので、短時間しか車から離れ

ることができません。また、駐車場に入れてから台車に載せて荷物を運んでいると、配送に時間的

制約があって効率がよくない、ということがあります。 

しかし、そういった問題も、電池を使うことによって極めてスマートになります。今までもコンセント

付きの冷凍機、つまり、止めている時にはコンセントに差すタイプのものを作ってきたんですけど、

「そうそうコンセントがあるわけじゃないよ」というのが物流業界さんのお話でした。「だったら電池を

付けましょう」ということで、今は 6kWh、ちょうどプラグインハイブリッド車とほぼ同じ容量を積んでい

て、これでほぼ 1 日、冷凍機は動きます。そういったものを作って、今、実証実験を開始したところ

です。ただ、問題はコストなんですね。電池を積むことによって値段が非常に上がってしまう。では

これを半分にしようとすると、1 日 2 回、どこかで充電が必要になる。電池を小さくすればするほど、

こまめな充電のインフラとサービスがないとできない。 

ところが、コンビニエンスストアさんであれば、荷物の集配代理をしている関係で、毎日トラックが
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1日2回来るんですよ。PHV、EVの普及率はまだ低いですから、コンビニエンスストアさんの言い分

として「なかなか充電器を店に置いても誰も来ない」ということがありますし、充電ポールを立てても

誰も来ないので知らないうちに撤去されている、というのも確かによくある話です。しかし、トラックで

あれば、仕事絡みで毎日誰かしらが来て使ってくれます。ですから、こういった施設を使って、伝票

を確認したりする間に、設備使用量を支払ってもらって急速充電してもらおう、ということです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在、お店に太陽光パネルを付けていただいて、平時はお店でCO2フリーの電気を使っていた

だきながら、同時にそれを貯めておきます。従来は急速充電する場合、CHAdeMO（チャデモ：急

速充電方式）だと高圧充電で、6600 ボルトで受けて 30 アンペア、40 アンペア流すとなると、結構大

掛かりな設備になってしまうのですが、この場合は 1kW も入れるか入れないかですので、蓄電池に

貯めておいて、そこから一気に入れるという、低電圧だけでやる仕組みです。みなさん、リチウムイ

オン電池は全部一緒と思われているかもしれませんが、内部抵抗というのは材料によって全く違う

のです。急速充電に向くリチウム電池もあれば、ゆっくりと充電して容量を稼ぐタイプもあるので、蓄

電池側にしても、車側にしても、急速充電に向く内部抵抗の低い電池を選んでマッチングさせるな

ど、そういう部分のシステムをすり合わせる、ということを考えて設計しています。ただし、プロトコル

は CHAdeMO のプロトコルを使っています。こういう形で、物流業界と流通業界が結合しながら、少

し大掛かりなシステムとして CO2 を低減していこう、と考えています。 

あと、豊田市以外の実証実験の参画例として、六ケ所村があります。青森県に日本風力開発と

いう会社があって、そこにトヨタホームと積水ハウスさんとで家を 6 軒建てて、六ケ所村の風力発電

の社員の方に実際に使っていただいています。機器については、トヨタグループが 2 軒、パナソニ

ックさんが 2 軒、日立さんが 2 軒、いろいろマネジメントをやっています。ちなみに、トヨタホームさん

の家では鉛蓄電池を置いているのですが、どうしてリチウムイオンではなく鉛でやっているかと申し
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ますと、消防法上、鉛蓄電池には規定がありますが、リチウムイオン電池にはまだ規定がなくて、住

宅にこれを置こうとすると、各県や消防署といろいろ交渉しなければならないんです。しかも、厳し

い自治体もあれば、緩い自治体もあるので、リチウムイオン電池については今後、法律を改正する

ことからやっていかないと、普及はなかなか難しいのかな、と思っています。 

それから、北九州のプロジェクトがあります。ここは昔から環境にものすごく力の入っている町でし

て、新日鐵さんとか、非常に大きな会社があって、ここがマネージしているプロジェクトです。BEMS

実証とわれわれは呼んでいますが、ここでは富士電機さんと一緒にコンビニエンスストアなど、スマ

ートストアを中心に進めています。また、

福岡にはアイランドシティというところがあ

りまして、ここにスマートハウスを建てて、

九州電力さんとデンソーの間でスマート充

電の実証実験を開始したところです。また、

デンソーでも会社の中に家を建てて実験

をやっています。240 平米ですから 2 軒分

の大きさはありますけど、そこに社員を住

まわせて、PHV と EV の 2 台を入れていま

す。 

今年からいくつか実際に製品化しています。例えば、トヨタホームさんの asuie というブランドがあ

るんですけど、HEMS、エコキュート、電池を弊社で供給させてもらっています。当初考えていたより

HEMS が人気で、エコキュートはほぼ皆さん付けられています。しかし、電池に関してはまだまだか

な、という感じです。このように、エコキュート、HEMS、太陽光パネル、PHV といったところで、鉛蓄

電池、リチウムイオン電池と HEMS というセットをつくりながら、もっといろいろなシステムを広げてい

こう、と作戦を練っております。 
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リードユーザー探索隊――本当のニーズは何かを探りだす試みとして 

 

金森談：研究補助金の面では、スマートコミュニティの実証実験は非常にいいんですが、ユーザー

が置き去りになっているな、という意識がどうしても出てきてしまいます。太陽光発電にしても、ユー

ザーにとって価値があれば購入するはずなのですが、そうした意味的価値がユーザーにうまく伝わ

ってないものですから、温暖化は確かによくないけれど本当にお金を出す意味があるのかどうか、

どうもぴんときていないように思います。「大体いくら儲かるの？」とか、「投資は大体何年で回収で

きるの？」というような関心はおありなんですけど、CO2 フリーになるということに対して何か特別な

お金を払う、という意識まではまだ芽生えていません。この問題をどう埋めるかというのはすごく難し

くて、例えば古典的な家に住んでいる方にご意見を聞いても、なかなかよくわからない。「補助金が

出るなら買うよ」という方は多いので、従来のモデルは、補助金を付けて大量生産して安くなれば

購入者が増える、という考え方の上におそらく成り立っているんだろうと思うんですが、はたしてそう

なんだろうか、と思ってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

そこで、去年 1 年間、母校の神戸大学の小川進先生にご相談して、もちろん有料ゼミですが、

MBA のゼミ形式で部下を指導してもらっていて、机の上で考えていてもしかたがないだろう、答え
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はきっと世の中のどこかに落ちているんだろうということで、「リードユーザーを探しに行く」という宿

題をいただきました。部下を 3～4 人選抜して探検隊を結成して、「太陽光発電なんかに価値を見

いだしている人は本当にいるのか」とか、「再生可能エネルギーで全エネルギーの 20％を賄えると

本当に思っているのか」とか、「どういうふうな使い方がすごく満足度が高いのか」とか、こういう問題

に対して自分なりに何か工夫している人を見つけようということで、今いろいろなところを手繰ってい

ます。新しいマーケティングの手法を使うことで、まだ途中なんですけど、何となく方向性がわかっ

てきたかな、という状況ではあります。 

リードユーザーの事例をご紹介いたしますと、八ケ岳の麓に住んでいる方で、農地に太陽光パ

ネルを敷いて、当時 150 坪だったかな、結構大規模なことをおやりになっている方がいらっしゃいま

す。農地に設備を設置するのは法律違反になるはずですし、しかも売電をするとなるといろいろと

難しいだろうと思ったものですから、山梨県まで出かけていって調べてまいりました。実際に足を運

んでみると、これは農地ではなく土手に置いて

あったんですよ。棚田みたいになっている、そ

の土手の傾斜を利用して設置しているんです。

農地法上では「土手は農地にあたらない」と定

義されていることを見いだして、農地には触らず

に土手に置く、ということを考えたとおっしゃって

いました。 

もともとこの方が太陽光パネルに着眼するよう

になった最初のきっかけですが、農家の生き残

り問題に関係していて、ほとんど休耕田になっ

てしまった莫大な土地を活かすには発電するの

が一番いい、と信じてやっていらっしゃるようです。ただ、常設設備にすると固定資産になるらしく、

手作りのパイプで作って仮設とするなど、

試行錯誤していらっしゃいます。初期の

頃は工学的な知識はあまりお持ちではな

かったそうですが、地元の電気屋さんに

いろいろ頼んだり、お友達に電力会社の

人を紹介してもらうなどしながら、自分で

配線したり、結線なども自分でおやりにな

っています。日本の法律はややこしいとこ

ろがあるので、そうしたなかでいかに法律

に準拠しながら一歩一歩やるか、というこ

とを懸命に考えてやっていらっしゃるんです。 

また、そこに設置されている太陽光パネルにしても、日本のメーカー、中国のメーカー、いろいろ

なメーカーのものを全部自腹で購入して、実力を調べて、彼なりにいいパネルを選ぶノウハウを見
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つけている。例えば、樹脂物劣化や紫外線劣化、太陽電池メーカーによって劣化状況やスピード

が異なるとか、それから、サービスの体制もメーカーによって全部違う、とおっしゃるんですね。日本

の某大手電機メーカーさんからは、電話でけんもほろろに「それはあなたのせいでしょう」と冷たく言

われたけれど、中国メーカーさんは文句も言わずに「新品と換えます」といって即日換えてくれるの

で、「すごく中国メーカーはいいんだ」と。でも、これって実は同じことが住宅地でも発生するはずな

んですよ。ある家は日本メーカーだけど、ある家は中国メーカーとか、ある家はドイツ製とか、そうな

ってくるとやっぱり同じことが起きるはずなんですね。 

ちなみに、この方はこれまでで 1 億円ぐらい投資したそうです。これでは年間 150 万円の買電収

入があってもとてもペイしません。でも、「好きなんです」とおっしゃる。「ようやく価値が見つかったん

だよ」とおっしゃって、太陽光発電好きとか、パワーエレクトロニクス好きの方々を集めて、自分たち

でコミュニティーを作ってやっています。余談ですが、太陽光発電は電波天文台の方が結構興味

を持っていらっしゃるんですね。なぜかというと、太陽光パネルは流れ星か何かが発生する際、電

波に反応するんだそうです。かなり趣味の世界に近いんですけど、でも「儲からなくても自腹を切っ

てやるんだ」という、こういった面白みを太陽光パネルに見いだしてもらうことはすごく大事だなと、

今後はわれわれもパネルの面白い作り方を考えながら商品化していこうかな、と考えています。 

次に、「再生可能エネルギーで本当に賄えるのか」については、100％再生可能エネルギーだけ

でやっているところを探そうということで、屋久島に調査に入っています。大量の雨が降ることを利

用した水力発電所がここにはあって、再生可能エネルギーのみで全島を賄っています。九州電力

は入っていませんが、屋久島電工など、配電業者さんが 4 社ほどあって、すでに自由化していて、

自分たちで村ごとに配電線を引いてやっています。また、屋久島の発電所は巨大なもので、例え

ば安房川発電所は山をトンネル状にくりぬいて、そこに水道管を通しています。この発電所はもとも

とシリコンカーバイトの工場のためにつくった発電所で、カーバイトは電気分解するため大量の安

い電気がいるので、水力を使って非常に安く電気を作っていたようです。もともと産業のない島だっ

たので、産業政策として工場を誘致したんですね。船が着けられて、水力発電で電気が安く作れる

という立地を強みに産業をつくった、というのが最初みたいです。発電機は富士電機さんものが 2

基あるんですが、世界遺産登録以後は導水管の設置工事ができなくなってしまって、3 基目は作ら

ずに工事を終えています、ということでした。 
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このように、屋久島の場合は村民のために発電所をつくったわけではなく、工場とセットになって

いた、というところが面白いんです。ですから、いざ住宅に電気を供給し始めてみると、水力発電に

は電力品質的に多少問題があることが露見しはじめるようになりました。つまり、渇水が続いて、電

力不足になって停電すると住民が文句を言う、という話が今度は起きてきているんですね。今まで

は裸電球 1 個でも大丈夫だったのに、冷蔵庫やエアコンを買ったりしたものですから、大量の電気

を使うようになって停電が起こるようになってしまった。そうしたら、住民から発電事業者に対して

「君たちには供給義務があるんじゃないか」という意見が出はじめて、最近、火力発電所を建てた、

という話があるほどです。なので、ここの住民は年間 20 日程度の非常用電源を家に持っているん

だそうです。毎月停電があると懐中電灯だけではやっていけないということで、鉛蓄電池とかを家に

置いているんですよ。でも、逆に、こういう場所では電力会社さんが仕切っていないがために売電と

いう仕組みがないので、「太陽光パネルなんて誰も置いていないよ」とおっしゃる。「どうせ電気は全

部 CO2 フリーだし、文句ないよね」、と。ということで、本土では見られないことがいっぱい起きてい

て、本当に興味深いです。 

2 つの事例をご紹介しましたが、こんなふうに開発のかたわら、探検を重ねながら今やっていま

す。お話してきたように、経済性ではないところに太陽光パネルの価値を見いだす人もいますが、

再生可能エネルギーというのは自然条件に左右されるので、どうも人よりは場所を選ぶんじゃない

かということもあって、やはり向いている場所を集中的に攻めるのが 1 つポイントかな、と思っていま

す。適材適所というのがやっぱりあるので、無理やり都会の人に太陽光パネルを押し付けたりせず

に、社会全体を見渡した上で効率化を見いだしていけば、安いコストで CO2 フリー化もできるんじ

ゃないのかな、と考えています。実証実験を進めることの一方で、ボトムをとにかく探して、「本当の

ニーズは何なんだ」ということを見つけていく。このように両面から見ていくことで、“世の中にとって

本当に意味のある CO2 フリー”というのをやっていきたい、と思っています。 
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本講演録の著作権は、ご講演者もしくは一橋大学イノベーション研究センターに帰属しています。

本講演録に含まれる情報を、個人利用の範囲を超えて転載、もしくはコピーを行う場合には、一橋

大学イノベーション研究センターによる事前の承諾が必要となりますので、以下までご連絡くださ

い。 

【magicc プロジェクト事務局】  藤井由紀子 

一橋大学 イノベーション研究センター内 

〒186-8603 東京都国立市中 2-1 

TEL．042-580-8434  e-mail：yukifuji@iir.hit-u.ac.jp 

 

 


